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菅原 和事 (京大 ･盟長研)
群れを離れて単独生活をしているニホソザルのオスの
間で生起する "締れな出会い"の構造を分析することを
通じて,オスの対地的態度の一般的特性を了解すること
が本研究の主限である｡調査は宮崎脹串良において0日
間行なわれた｡調査方法は主に個体追跡法を用い,15頭
のハナレオス (7歳～11歳)を計148時間にわたって追
跡し,その間に生起する相互作用を全て記収した｡
今回の調査と1974年度の調査結果 (菅原'75) との比
較から,次の3点を指摘できる｡1)前回5-6歳であ
ったオス (12頭)の42%が島外に去っていることから,
群れ敵脱直後のオスは6-7歳にかけて急故な孤立化と
生活空間の改変に向かう傾向が強いと言える｡2)一方,
より年長の-ナレオス(16頭)の87･5%が現在も島内に
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生存していたが.その間でのLu会いの卿庇は,肌回に比
べ減少しており.とくにワカオスからオトナオスへの成
長に伴う孤立化が既刊･である｡ 3)しかし帆回に主賓な
メールポソドとして指摘された関係のほとんどは維持さ
れており,その恒'IG性が注目される｡
次に,オスどうしの遭遇について論じる｡ある相互作
用において関与者の役柄選択が順位に規定されているも
のをルーティソ,そうでないものを両義的相互作用と呼
べば,以下の仮説を得る｡ 1)2対の遭遇においては,
個体間に親和残基がない場合でも,両義的相互作用を通
じて近接可能性が実現される｡2)3対の遭遇は/レー テ
イソとしての攻撃を突現しやすい｡このルーティンは2
個体の近接と1個体の疎隔に帰結する煩向がある｡3)
オスザルの社会的出会いにおいて3対関係はルーテイソ
として作動し,より開通性の高い2対関係に柿沼するこ
とが,一般的特性として抽出できよう｡後者は現象的な
親和性として親祭者に与えられる｡
志賀高原,検落川流域に生息するニホンザル
の四季にともなう遊軌 個体変動 (出鼻,秤
の出入 り)隣接群との関係などについて
油田よし子
遊動について｡横沿川流域に現在A,B2,C群と名付
ける三つの群が生息している｡C群の年間を通じた追跡
調査を,昭和49年12月から行なっている｡50年度の調韮
で,辞から秋の遊動は食べ物の変化によることがわかっ
た｡51年度は,年によっても変化することがわかった｡
これは.年によって植物の花や結実に,豊作と不作があ
ることによると思う｡.冬期は食べ物の種類は変化のな
い.水の許や皮が主である｡寒さが厳しく雪降りの多い
冬の遊動は,天供に大きく左右される｡標高1,300mか
ら1.700mのWで,直線距離 1kmxl.5km位の狭い場
所を利用している｡容から夏の間は,標高800mから
1,700mの間で,在位距離 9km位の間を動くのに比較
すると大変なちがいである｡51年度は今まで過去3年間
使っていた遊動域を少し変えた｡この原田は,変更な食
べ物であるコツアブラが企べすぎで枯れが多くなったた
めではないかと思う｡
隣接群との関係は.辞1乱B2m･とC_群が一番接近する
堺をねらって,好広氏 (京大)と同時追跡を行なった｡
その結束,郡と群は互いに強い興味を示し,泊り場を近
くにと.,たり,距離は短いが一緒に遊動したのを確認し
た｡A群の数匹が一回近よって来たのも確認した｡この
ことから群と群はかなりの交流があるのではないかと思
うようになって来た｡秋期の交尾期も接近するので奴察
したい｡
個体の変動は,51年皮出産予定7頭のうち6顕も出産
した｡このように,近年急に出産が増え出したのは,冬
に旅館のゴミや餌をもらうようになったためではないか
と思う｡BZ.A群よりC郡へ大群が見られ,C群より出
群した蛾も見られた｡雄の出入りはひんぽんである｡
設定課題 2.霊長類の運動様式に関する研究
霊長現の顎および舌運動株式に関する比較組
織学的研究
窪田金次郎･根岸孝頗 ･相木利昭
(東京医歯大･歯･顎研)
1.舌運動様式に関与する舌筋構築と筋紡錘分布につ
いては,ツパイ,スローPl)ス,ニホソザ/レ,ヒT･の新
生児を使用した｡頚部の各半側から作成した30ミクロソ
の連続セロイジソ水平および前頭断切片をへマT･キシ1)
ソ･エオジン染色して観察した｡
所見:ツパイの舌の各筋〕如よ比較的に明瞭に分離され
とくに.下耗舌筋がよく発達して祝祭出来る｡筋紡錘は
外舌筋にも内舌筋にも全く存在しない｡スローロ1)スの
舌の各肪束は一般によく明瞭に分離され,とくに上総舌
筋は正中部音符に限局した線維茶として配列している｡
筋紡錘は左右の四百茄にそれぞれ1個ずつ存在した｡ ニ
ホ'/ザルになると,上縦舌筋の先達は恐く.畔舌筋はよ
く発達している｡肪紡錘は左右の田舌筋にそれぞれ47個
ずつが,茎突舌筋にはそれぞれ4個ずつが,舌骨舌筋に
はそれぞれ5個ずつが分布し,外舌筋に多く分布した｡
これに対して内舌筋には筋紡錘は少なく,上縦舌筋にそ
れぞれ3個ずつが,横舌筋にそれぞれ4個ずつが分布し
た｡ヒトになると,舌筋構築は複雑となり,上縦舌筋は
舌背部から舌側綾部にかけて,広く分布している｡筋紡
錘はサルとは逆に,内舌筋に多く分布し,上縦舌筋にそ
れぞれ159個ずつが,横舌筋にそれぞれ79個ずつが,下
縦舌筋に22個ずつが,垂直舌筋に14個ずつが分布した｡
これに対して,外舌筋には,靖舌筋にそれぞれ115個ず
つが,茎突舌筋に75個ずつが.舌骨舌筋に37個ずつが分
布した｡
このように原始的なサルほど舌は摂餌運動に関与し
て,舌筋m弟が単純で,各筋束の同定は比較的に容易で
あって,筋紡錘分布もないが,サルの進化につれて,外
舌筋に発現する｡茄紡錘の数は増加し,ニホ-/ザルでは
内舌筋にも現われてくる｡この分化の慣向はとtにおい
て最高に分化し.筋紡錘分布は外舌筋<内舌筋となる｡
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